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１ はじめに 

（１）Society5.0 の世の中へ 

 Society5.0 という言葉は聞いたことがありますか？これは、狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 

2.0）、工業社会（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く、新たな社会を指すもので、第５期科学技術

基本計画において我が国が目指すべき未来社会の姿として初めて提唱されました。その定義は、「サイバー空間

（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決

を両立する、人間中心の社会（Society）」とあります。 

 このことから、私たちがこれから生活していく上では、情報通信技術を賢く使いこなした上で、それらを用いて課

題発見・課題解決に活用していく力が求められています。このことは、学校で学ぶべき内容を取り決めている「学

習指導要領」において、情報活用能力が言語能力、問題発見・解決能力と並ぶ「学習の基盤となる資質・能力」

の一つと位置付けられていることからもわかります。 

（出典）内閣府「第 5期科学技術基本計画」 

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/ 

 

（２）国のGIGA スクール構想と千葉県教育委員会の方針 

このことを踏まえ、千葉県教育委員会では以下のように方針を示しています。 

仕事でも家庭でも、社会のあらゆる場面で、今や ICT は欠かせないものであり、これからの時代を生きる子供た

ちにとって、タブレット等の ICT 端末は、鉛筆やノートと同じように日常的に使う道具となっています。 

 

国では、子供たちを誰一人取り残すことのない個別最適化された学習を実現するため、ICT環境を整備する

「GIGA スクール構想」（※）を推進しています。今後、学校では、「GIGA スクール構想」の理念を踏まえ、授業に

おいて ICT の活用がますます進むこととなります。 

 

千葉県教育委員会では、主に生徒が所有するタブレット端末等（いわゆる BYOD）を活用するとともに、県が整備

した端末も併用しながら、一人一台端末環境で ICT を活用した教育を推進してまいります。これらを活用し、安全

かつ高速にインターネットに接続できる新たなネットワークを令和 4年 4月から運用しています。 

※GIGA とは、Global and Innovation Gateway for All の略で、ICT の特性を生かした効果的な学習を推

進し、次世代で活躍する人材を育てようとする取り組みのことです。 

 

（出典）千葉県教育委員会「県立学校における令和 4年度からの ICT 活用について」 

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/seisaku/kyouiku-ict/byod01.html 

 

（３）千葉北高校の目指す方向 

 以上を踏まえて、本校の目指す方向について、千葉北高校グランドデザインと照らし合わせて考えてみましょう。 

 

★学校教育目標 

社会や職業の在り方が大きく変化している中、それに対応すべく、自ら学び、自ら考え、自ら創り出すことを率先

し、グローバル社会において必要な資質、能力を身に付けさせ、世のため人のために活躍する人材を育成する

学校づくりをめざす。 

  ☞必要な資質・能力の１つに、情報活用能力が含まれています。 
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★育てたい生徒像 

〇他者を尊重し、互いに協力しながら、多様な社会・環境にも適応できる生徒 

〇常に知的好奇心を持ち、真摯な態度で探究的な学びに取り組むことができる生徒                 

〇主体的に物事に取り組み、試行錯誤を重ねた体験を次のチャレンジに生かせる生徒 

〇自らを信じ、自身の考えを臆することなく発信し、社会で活躍できる生徒 

  ☞以上の傍線部において、ＩＣＴを積極的に活用していくことが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

７つの北高力（育成すべき資質・能力） 

自ら学びに

向かう態度 

自己改善力 自らの取組を客観的に振り返りながら、より良い行動へつなげる 

協働力 同じ目標に向かって、周囲と協力して、物事に取り組む 

思考・ 

判断・ 

表現力 

創造力 自ら行動し、新しいものを創りあげる        

実践力 自ら立てた解決策に基づき、実行に移す 

思考力 課題解決に向け、情報を処理し、論理的に考える 

知識・ 

技能 

課題発見力 身の回りの事象に関心をもち、疑問や課題を見つける 

徹底力 自らに必要な基本的な力を身に付けようと、ひたむきに努力する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１人１台端末・情報活用能力 
 

  ☞本校のグランドデザインの中核部分。「主体性」「規律性」「協調性」をベースとして、本校として育成すべき

資質・能力（＝７つの北高力）の伸長を目指していき、最終的には「自己肯定感をベースとして、自己実現に

向けてたくましく成長する生徒」へと育ってほしいという思いを図式化したものです。そして、今回の１人１台

端末により情報活用能力を育むことは、これらすべての教育活動の基盤に位置しています。 

 

（出典）千葉県立千葉北高等学校「千葉北高校グランドデザイン」 

https://cms1.chiba-c.ed.jp/chibakita-h/ 

自己肯定感をベースとして、自己実現に向けてたくましく成長する生徒  

☞ 社会の発展に貢献できる人材へ 

規律性 

学校や社会のルールやマナーを守ろうとする 

協調性 

互いの意見を認め合い、協力しようとする 

主体性 

自ら進んで事を成し遂げようとする 
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２ 本ガイドラインの策定方針 

ICT の活用は、以前は「管理・規制・制限」（～してはいけない）が前面にありましたが、最近では「デジタル・

シティズンシップ」という考え方に基づいて行われるのが世界的な流れです。ポイントをまとめます。 

 

以前 

インターネットは「危険」だから「～してはいけない」（禁止）というルールや禁止事項で使用をで

きるだけ規制する。管理・保護的な側面が強く、生徒の「知的創造力」や「自律性」を阻害する

面もある。 

近年 

デジタル・ 

シティズン 

シップ教育 

「シティズンシップ」とは、「市民・市民権」という意味で、「社会で市民としてより良く生きる人」を

指します。つまり、「デジタル・シティズンシップ」とは、「デジタル社会においてもより良く生きるこ

とができる人」のことです。善し悪しを自ら考え、デジタル時代の市民として生きる力を身につけ

ることが目的です。生徒が ICT を「効果的かつ責任をもって使う」「他の人と積極的、倫理的に

取りくむ」「他者への影響を考えて尊重する」「倫理的に使う」などがキーワードとなります。 

 

本校も「デジタル・シティズンシップ」の考えを取り入れ、「デジタル社会でもよりよく生きられる」ことを目指し

て取り組みます。（３つのポイント） 

（１）本校の ICT 活用の主目的を次の２つとします。 

社会で活躍するために不可欠な力（情報活用能力や創造性など）の育成を通して、 

①生徒が ICT（テクノロジー）の賢い使い手になること 

（▶自他の幸福に向かって責任をもって効果的に使用） 

②生徒の学びや生活に役立てること（▶具体的には、以下の「生徒の皆さんに期待する効果」を参照） 

 

（２）責任ある「賢い使い手」になるためには、一定の「ルール」や「マナー」を守ること 

 

（３）そこで本校では、最低限のルールを本ガイドブックで生徒・保護者・教員で共有し、それ以外の部分につい

ては、少しずつ、できるだけ生徒が「自ら」「責任をもって」「効果的に」「他者を尊重して」「倫理的に」活用する

「賢い使い手」を目指す方向性で取り組みます。（生徒の皆さん、責任をもっての活用をお願いします。） 

 

【生徒の皆さんに期待する効果】 

＜学習面＞「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指しましょう。（質の高い学びに役立てる） 

●主体的な学びの例：学びに興味・関心をもち、自身の進路と関連付ける、粘り強く振り返り、次につなげる 

●対話的な学びの例：他者（生徒、教員や地域の人、書籍内の先人）と協働（して考えを広げ、深める）する 

●深い学びの例：関連付けて深く理解する、自身の考えを形成する、解決策を考える、創造する 

 

＜生活面＞次のような効果を期待しています。 

●生活を豊かにする（情報発信やコミュニケーションを通して関係を構築する・世界を広げる） 

●興味・関心を深める（生活・社会に関する多様な素材に触れて触発される） 

●探究する（オンライン上の素材から知りたいこと、解決したいことについて主体的に学ぶ） 

●連絡を取りやすくする（自宅からでもアンケートや課題のやり取りなどができる） 
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３ 学校におけるＩＣＴを活用した学習場面 

（１）ＩＣＴ活用場面の概要 

それでは、実際的にはどのようにＩＣＴを活用して学習を進めていけばよいのでしょうか。ここでは、文部科学省

の資料を参考に考えてみましょう。 

 

ICT を効果的に活用した学習場面は、「一斉指導による学び（一斉学習）」、「子供たち一人一人の能力や特性

に応じた学び（個別学習）」、「子供たち同士が教え合い学び合う協働的な学び（協働学習）」の 3 つの分類例

に分けることができると考えられる。これら 3 つの分類例を更に細分化すると、10 の分類例に分けられる。 

 

 

（出典）文部科学省「教育の情報化に関する手引-追補版-（令和２年６月）」 

https://www.mext.go.jp/content/20200701-mxt_jogai01-000003284_005pdf.pdf 

 

 教員向けの資料ではありますが、視点を変えれば学習者（生徒）の活用方法とも捉えることができます。 

 

【自宅での ICT活用例】 

①その日の学習事項に関係した「デジタル教材」に取り組む。 

②オンライン上の「解説動画」を参照して、苦手克服に努める。 

③各教科や探究などの「制作」を行う（プレゼンテーション、パンフレット等）。 

④グループやクラスで「同時編集」機能を使って意見を出してまとめる。 

（出典）文部科学省「学びのイノベーション事業 実証研究報告書」 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shougai/030/toushin/1346504.htm 
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（２） ICT 活用場面の具体例 

ICT の活用が進むと、将来的には次のような学習が取り入れられていきます。慣れや理解度に合わせて少し

ずつ取り入れていきましょう。 

 

場面 これまでの学び 今後の学びのイメージ（今までの学習に ICT も活用） 

SHR 連絡事項が多く把握できない 

① 重要事項が配信され配付や板書時間が短縮、重要点を「端末

にメモ」できる（時間割・行事予定等）「健康観察・体温測定の

報告」 

授業 

教科書や資料集から学ぶ ② ネットでの「調べ学習」ができ、探究的な学びが進めやすくなる 

声（話）と文字（板書）から学ぶ 

③実験などを「動画」で確認し、写真や動画に「記録」できる 

④「デジタル教科書・教材」も活用し、多面的に（視覚・聴覚・情報

量など）理解しやすくなる。 

先生の授業からだけ学ぶ 
⑤スタディサプリなどの「動画」で先に自宅で学習し、 

授業では練習問題や議論を行う（反転学習）。 

指名された人だけが発表する ⑥端末に「全員が意見を書き込み」、他者の考えから学び合う 

意見集約は板書か模造紙のみ ⑦「共同編集機能」を使って全員の意見を効率的にまとめられる 

アンケート集計に時間がかかる ⑧オンラインの「小テスト」や「アンケート」で集計も楽になる 

ﾚﾎﾟｰﾄなど長文の手書きは大変 
⑨「長文の執筆」でも加筆・修正が容易（「音声入力」も）になり、

精度も高まる。 

紙や模造紙でプレゼン ⑩各自の PCで「スライド作り」と「プレゼン」ができる 

全員が同じペースで学ぶ ⑪各自の習熟度や関心に応じた学習ができる 

紙ベースで試験を受ける ⑫今後予想される CBT（パソコン上での試験）にも対応ができる 

部活 

委員会 

ノートや言葉中心に取り組む ⑬動画で「フォームを撮影」、部活動の「計画・振り返り」ができる 

紙でアンケート実施、手で集計 ⑭委員会活動等で「アンケート集計」「まとめ」「プレゼン」ができる 

放課後 

自宅 

ＰＣ室か自宅のPCのみ使用可 ⑮各自 PCで放課後も学べる（プレゼン準備、共同編集） 

プリントによる宿題、個人学習 ⑯「配信された課題」に取り組み、オンラインで「データ提出」できる 

 

【つまり】 これまでの学習に ICT での学びをプラスすることで・・・・・ 

次のように学びの可能性が広がる（教育の質の向上）！ 

①知りたいこと・調べたいことが学びやすくなる（自分の関心のあることや探究的な学習にプラス） 

②一人でも高度な作業がしやすくなる（アンケートを行い、集計・分析して、プレゼンや動画にまとめて） 

③他の人と共同編集がしやすくなる（いろんな意見を出し合い、それを同時にまとめることができる） 

④離れていてもつながり・学びやすくなる（自宅で課題提出、ウェブ会議システムを使ったインタビュー） 

⑤（今後は）自分のペースで学びやすくなる 

（レポートを各自のペースで執筆、得意分野は先進的に、苦手な分野はじっくりと学べる） 
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（参考）端末で使用できる学習用ソフトの例 

 
 

（出典）千葉県教育委員会「ＢＹＯＤによるＩＣＴ利用のガイドライン（ホームページ版）」 

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/giga/documents/guideline.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では、マイクロソフト系のソフトを中心に活用していきます。 

特に、Teams（すべてのコミュニケーションツールの基盤）と Forms（アンケート

や小テスト等）は、学習面のみならず学校生活全般で活用しますので、なるべく

早く操作方法等に慣れていきましょう。 
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４ ICT のもつ「５つのマイナスの特徴（特殊性）」 

ICT を効果的に使うには、対面でのやり取りと比べて、ICT の持つ「５つのマイナスの特徴」を頭に入れ、それ

らを「ゼロに近づけることが効果的」と言われています。次の５つの特徴は必ず押さえておきましょう。 

 

（１）公開性 ＊オンラインで書き込んだ内容は「拡がりやすい」＊ 

一度アップされた情報は不特定多数の人が目にし、無制限に拡散する可能性がある。完全には消せない。 

被害者にも加害者にもなる可能性がある。 

【防ぐために】 

□自他の個人情報（名前、住所、電話、アドレス、写真等）や校内のこと、誹謗中傷、噂、友人とのやり取りは書

き込まない。（悪用される恐れがある） 

□アップ前に読み手の立場になって「読み直す」。（画像の背景に映る人にも肖像権・人権がある） 

 

（２）記録性 ＊アップされた情報には、「記録（足跡）」が残る（特定される）＊ 

全ての書き込みには「ログ」という記録（デジタル足跡）が残り、書き込み者は特定可能。 

（ネット上では「匿名」と思ってマイナス情報がアップされているが、実はそうではない） 

【防ぐために】 

□ネットでの書き込みは後世まで残る。 

「将来書き込んだ自分も批判されることがないか」を細心の注意で確認しましょう。 

 

（３）信憑性 ＊「信用できない情報（や人）」もたくさんある（いる）＊ 

簡単に発信でき、フェイク（意図や悪意のある偽情報）や真実に基づかない推測・思い込み、違法情報、有

害情報も多い。新聞やニュースでは「真実か」を精査されるが、SNSでは「真実か」でなく「読まれる」記事

かどうかで拡散される。 

【防ぐために】 

□その情報の真偽を見極める（発信者は誰か。一般的に「公的・研究機関」の情報の方が精度は高い）。 

 

（４）非伝達性 ＊非対面で「伝わりにくい」（不安になりやすい）＊ 

SNS など文字だけのメッセージでは言葉足らずで気持ちが伝わりにくく誤解が生じやすい。また、相手から

すぐに返信がないことなどで不安にもなりやすい。 

【防ぐために】 

□相手は、「すぐに返信できないこともある」「この文が本意ではないかもしれない」と理解しておく。 

 

（５）依存性 ＊夢中になって「やめにくい」＊ 

ネットや SNS、ゲームに夢中になり、やめられなくなり依存してしまう。 

【防ぐために】 

□スマホ等と自分がうまく付き合うスキルは不可欠である。自分に合う方策を考えてみましょう。 

□１日３時間使う人は、年間何日使うことになるのか計算してみましょう。 

（×15 で算出できます＜365日÷24時間≒15.2＞）。１日３時間×15＝年間 45日！ 

（出典）文部科学省「教育の情報化に関する手引-追補版-（令和２年６月）」 

https://www.mext.go.jp/content/20200608-mxt_jogai01-000003284_003.pdf 
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５ ICT活用のルール 

先に見た「５つのマイナスの特徴」に基づき、千葉北高校生徒の ICT使用に関し、必要な事項を以下のように

定めます。（今後の改訂もあります） 

 

（１）本校の生徒指導規定（絶対に守らなければならないこと） 

以下の事案は、本校生徒指導規定に基づいた特別な指導や警察対応になることがあります。 

絶対に守らなければなりません。 

 

①法律違反 

●他者の個人情報を盗む、●サーバーなどに不正アクセスする、●盗撮・盗聴する など 

 

②乗っ取り 

●他者のパスワードや作品を使う、●他者のSIMカードと入れ替えをする、●不正遠隔操作をする など 

 

③目的外使用 

●学習活動や部活動に関係ない使い方をする、●保存してある他人のデータを無許可で操作する、●ネット

いじめなど 

 

④個人情報 

●無断で撮影する（人、他の人の提出物やノートの写真、人の家や持ち物など） 

●学校で撮影した画像や映像を SNSにアップする（肖像権、人の名前や生徒番号等の個人情報が入り込

む恐れあり） 

●誹謗中傷を行う（「いじめ」であり決して許されない、匿名でも書き込み者は特定される、悪質な場合は検

挙される） 

   

⑤盗用・剽窃（ひょうせつ） 

●他者（生徒同士を含む）の文章・画像・答え等を、（引用元を明記せずに）コピペなどをして盗んで使う 

＊「●●参照」「●●より引用」（雑誌名や著者名などの情報）などと情報元を示さなければならない。 

＊ちなみに本ガイドラインで使用しているイラストの出典は「いらすとや」です。 

＊著作権・引用の仕方等については検索して各自で学んでおきましょう（必須の知識）。 

 

⑥その他、学校長が教育上「指導が必要」と判断した場合 

 

 

要は、大切なのは次の２点です。 

★ICT 端末は「学習道具」として使う。（学習に関係のないことに使わない）  

★「人に迷惑をかけない」使い方をする。 

ルールは面倒くさいと思うかもしれませんが、実はそうではありません。 

ルールはトラブルから自分を守ってくれるのです！  

正しく使って学びを広げ、生活を豊かにしていきましょう。 
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（２） ICT に関わる法律違反の例   

以下のことは、「知らなかった」では済まされない法令上のことです。 

絶対にしてはいけない法律違反の例なので、すべてを読んで理解をしておきましょう。 

 

①誹謗中傷 

SNS で他人（有名人を含む）などの悪口を匿名で投稿（発信者が特定され高額の慰謝料訴訟（裁判）へ） 

多くの SNSで誹謗中傷禁止は利用規約に入っている。誹謗中傷のリツイート（再投稿）でも「広めることに

加担した」と見なされる。 

 

②ながらスマホ 

スマホを見ながら自転車で歩行者に衝突し大けがをさせてしまう（重過失傷害の疑いで書類送検） 

 

③悪ふざけ 

線路に降りて撮影した画像をアップ（鉄道営業法違反等の罪で家裁に送致） 

 

④犯罪への加担 

高収入なアルバイトに応募したら振り込め詐欺に加担してしまった（警察に検挙） 

 

⑤著作権侵害 

マンガや映画を撮影し、動画サイトにアップ（著作権法違反で自宅に警察が） 

 

⑥脅迫・犯行予告 

（冗談でも）嫌がらせなどを他者に呼びかける（警察が投稿者を特定し動く） 

 

⑦ウイルス  

試しに作ってみたウイルスを公開（ウイルス作成等の罪で警察に） 

 

⑧不正侵入 

企業や学校のサーバー、人の SNS やゲームに不正アクセス（不正アクセス禁止法違反） 

 

 

 

 （出典）総務省「インターネットトラブル事例集20２２年版」を参考に作成  

https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/trouble/ 

 

＊役立つのでぜひ一読しておきましょう。   

 

＊ネットにアップされた情報は「デジタルタトゥー」と称されるほど、半永久的に残ります。 

  未来の自分を苦しめることのないよう、正しく利用しましょう。 

 

 



11 

 

６ ICT の学校内外での使い方 

ICT機器を適切に活用するには、「知っておく方がよいこと」や「知っておかねばならないこと」が多くあります。

そのうち、特に全員が知っておく必要があることをまとめます（特に下線部には注意して下さい）。 

 

（１）使用する端末について 

①各自が用意した端末を使います。 

②自分の端末を家族以外の人には使用させないでください。 

（端末を他人に貸したり、自分が忘れた時も人に借りて使わない） 

③ 一定期間、自分の端末を利用できない場合は、担任の先生を通じてお知らせください。 

学校で用意している端末を貸し出すことも可能です。 

 

（２）端末の基本的な扱い方について 

①機器は自己管理とします。紛失、盗難、落下、浸水などに注意しましょう。 

 ＊雨天時や通学時（特に自転車通学者）には特に注意してください。 

②持ち運びや保管時には、「画面に強い圧力」がかからないようにしましょう。 

③「高温」や「多湿」の場所に置くことは避けましょう。（部活動時にも注意してください） 

④「地面」に直接置かないようにしましょう。 

⑤端末を持って走ったり、画面を操作しながら歩いたりしないようにしましょう。 

⑥端末に「磁石」を近づけないようにしましょう。（故障の原因となります） 

⑦ものを食べたり飲んだりしながら使用しないようにしましょう。（故障のもと） 

⑧登下校中はカバンから出さないようにしましょう。（故障、盗難、紛失を避けるため） 

 

（３）個人アカウントについて 

①学校での教育活動においては、千葉県教育委員会から付与されたMicrosoft アカウントを使用します。 

  このアカウントは、本人のみ使用可であり、家族であっても他人は使えません。 

＊アカウント・・・あるサービスを使うための利用権、登録するユーザー情報のこと。 

②自分で設定したパスワードはどこかに記録し、なくさないように大切に保管しましょう。 

③同じアカウントを使えば、自宅 PCでもクラウドに保存したデータの活用や学校とのやり取りができます。 

④アカウントを使用しての物品の売買はしません。 

 

（４）端末の使用場面について          

①教材やノートと同様、学校生活の様々な場面で「学習道具」として活用します。（毎日忘れず持参） 

②教室を移動する際には必ず各自で持ち歩きます。（教室内に放置しない） 

  盗難や紛失には十分注意してください。 

③教室での掲示物（個人情報にあたらない全体への周知事項をまとめたプリント等）の撮影は可能です。 

④休憩時間中は基本的に使用しません（目も体も休憩させましょう）。 

⑤家庭学習等のため、基本的には毎日持ち帰ります。その際も、故障や紛失に気をつけましょう。 

⑥学校や家庭以外（図書館や公民館等）で使用する場合は、各所のルールやマナーを守って使用する。 

⑦健康のために、長時間使用し続けないようにしましょう。 

⑧就寝前に活用すると、寝つきが悪くなるともいわれています。 
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（５）充電について 

①各自の端末の充電は、自宅で行ってください。家に帰ったら必ず充電をしましょう（学校では充電不可）。  

 

（６）各自のパスワードについて 

①ID やパスワードは絶対に人に教えません。第三者に知られると、無断でメールを送受信される、アカウン

トを乗っ取られる、クラウド上に保管しているデータを盗まれるなどの被害に遭う危険性があります。 

②パスワードは忘れないように各自でメモするなど自分で管理しておいてください。 

③パスワードを忘れた場合は、担任の先生を通じて申し出てください。 

 

（７）インターネット環境について 

①学校内では、校内Wi－Fi に接続して使用することができます。 

②飲食店や駅等の「公衆無線 LAN」には接続しないでください。 

誰でもつなげるセキュリティの低さから、ウイルスの侵入や情報流出の可能性が高いと言われています。 

 

（８）フィルタリングについて 

①校内ネットワーク(Wi-Fi)からは、生徒に不適切なウェブサイト等へのアクセスをブロックしています。 

②フィルタリングの目的は、次の２つです。 

 ア）生徒を守る（有害サイトをブロックする） 

 イ）セキュリティを高める（サイトに埋め込まれたサイバー攻撃やウイルス感染などを未然に防ぐ） 

 

（９）授業での使用について 

①校内では、端末から（通知の）音などが出ないようにしてください。（消音を原則とする） 

②授業等において、「学習目的」（調べる、まとめる等）で端末の使用が可能です。（目的外使用は不可） 

写真や動画は、教育活動（学習活動・部活動・委員会活動等）に関わるもののみ記録できます。 

③ただし、許可なく人や、授業や行事・活動を撮影できません。（犯罪・悪用から皆さんを守るため） 

人や人の作品の撮影については本人の許可が必要です。 

授業中の「撮影」（板書画像・映像）の可否については、先生に必ず尋ねてください。 

許可が得られた際の撮影は可能ですが、それを SNS等にアップしてはいけません。 

④学校関係情報の漏洩は禁止です。SNS で授業のつぶやきや動画の配信なども禁止です。 

⑤校内で、学習以外の情報検索をしたり、動画を視聴したりしてはいけません。 

⑥校内では、授業等で指定された場合を除き、YouTube等のストリーミング系の動画再生は禁止です。 

Zoom等の遠隔会議システムも同様です。（ネットワークの急激な負荷を避けるため） 

必要な際は、許可を得て使用してください。 

 ＊ただし放課後に「スタディサプリ」や YouTubeでの学習は可能です。 

 ＊YouTube は「制限付きモード」に設定しましょう。 

（方法）YouTube画面右上にある名前のアカウント→設定→「制限付きモード」を設定する。    

    同じ設定の中に「休憩を取るように通知する」という機能もあるので上手に使用してください。 

⑦私物のイヤホンやマウスなどの使用は許可しますが、管理・取扱・紛失には気をつけてください。 
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（1０）不適切な使用について 

①学校のセキュリティシステム、フィルタリングへの不正アクセス、他人の ID の不正利用やハッキング行為

などは絶対にやってはいけません。不正アクセス禁止法の法律に違反する行為です。 

②誹謗中傷や差別に当たる表現を書きません。 

③上記項目や他人の悪口などの SNSへの投稿は特別な指導や警察対応になることがあります。 

誹謗中傷は「いじめ」であり、決して許されない行為です。匿名でも書き込み者は特定されます。 

悪質な場合は犯罪となり、警察に検挙されます。 

④「誹謗中傷を書き込みされた」、「名誉棄損」や「プライバシー侵害」等があった場合は、次のような対応

が考えられます。 

ア 書き込み（証拠）の保存【必】 

⇒書き込み「内容」や「URL」を記録（スクリーンショット等で画面保存） ・プリントアウト 

    （＊証拠がないと事件性が低いと判断されてしまうことがあるため） 

イ 保護者・学校に連絡・相談 

ウ 書き込み先サイトの管理人に削除依頼（削除されないなら次に） 

エ サイトのプロバイダーに削除依頼 

オ 対応に困ったときは以下のような相談窓口・関係機関（警察等）へ 

   ・千葉県教育庁教育振興部児童生徒安全課生徒指導・いじめ対策室    043-223-4054 

   ・千葉県警察本部「相談サポートコーナー」（サイバー犯罪に関する相談） 043-227-9110 

   ・千葉県子どもと親のサポートセンター（相談専用フリーダイヤル）       0120-415-446 

 

（1１）著作権について 

①自分や他人の氏名、住所、電話、顔写真などの個人情報を勝手に使ってはいけません。 

②他者の文章・画像等を、無断でコピペして使用してはいけません。 

＊一定の条件下においては無許諾でも複製等が可能な場合があるが、基本的には「●●参照」「●●

より引用」（雑誌名や著者名などの情報）などと情報元を示したり、著作者の許可を得る必要がある。 

③他者や、アニメ・キャラクター等を撮影し共有したことで、トラブルとなる場合があります。 

肖像権・著作権の侵害はしないでください。 

 

（1２）データの保存について 

①本校は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ365 を利用しているため、One Drive というクラウド領域に保存できます。撮影した

画像や動画、ファイル等はできるだけクラウド上（ネット経由で使うサーバー）に保存することで、端末内

の物理容量を確保することができます（そうしないと、撮影した動画等で容量がいっぱいになり、他のデ

ータを保存できなくなります）。 

②学習目的以外で、クラウドサーバーなどに保存してある他人のデータを操作してはいけません。 

③卒業時には、アカウントが使えなくなります（One Drive が使えなくなる）。クラウドに残っているデータを

個人端末のローカルエリアに移動するか、USB等に保存します。 

  

（1３）オンラインでの課題の作成・提出について 

①課題を提出する際は、授業担当者の指示に従い「データ」に名前をつけてください。 

②オンラインで提出すると、画像や図表等が乱れることがあります。 

 教員の指示があれば、PDF で提出すると不具合がなくなります（やり方は検索してください）。 



14 

 

（1４）Teams のコメント投稿について 

①私的なやり取りは一切しません。 

②通常の教育活動時間から大幅に逸脱した時間帯（朝８時以前や、夜７時以降など）には極力使用を控

えましょう。（相手への気遣いが大切） 

③生徒の皆さんがチャットを使用する際、年・組・番・氏名は表示されません。 

したがって、初めて送る際には、「○年○組○番の△△です。」と必ず明記してください。 

 

（1５）健康面での留意点について 

①長時間画面を見続けると、「視力の低下」「ドライアイ」「姿勢の悪化」などの懸念があるとされています。

明るい環境で、同じ姿勢を長時間続けない（長時間画面を注視しない）ようにしましょう。 

 

②「タブレット PC」の使用には次のような配慮が必要とされています。 

（画面が見えにくいと目の疲労が増すため、画面の反射を極力抑えられるように配慮する） 

 

ア 良い姿勢を保つ。（姿勢が悪いと PC の置き方を工夫しても画面が見えにくい） 

イ 目と端末画面との距離を「30㎝」以上離す（目と画面の距離は長いほどよい）。 

ウ 「30分に１回」は「20秒」以上、遠くを見るなど、目を休ませましょう 

（発表、グループ作業などで同じ姿勢を長時間続けない、長時間画面を注視しない） 

エ 反射や映り込みの防止のために、画面の角度を調整する。 

視線と PC の画面を直交する角度に近づけると画面が見やすくなる（PC の角度調節）。 

オ 部屋の明るさに合わせて「画面の明るさ」を調整する。 

（夜に自宅で使用する際は、昼間に学校の教室で使用する際よりも、輝度（明るさ）を下げる） 

カ 就寝「１時間前」からは ICT機器の利用を避ける。 

睡眠前に強い光を浴びると、入眠作用があるホルモン「メラトニン」の分泌が阻害され、寝つきが悪く

なる。（＊学習の「記憶」の定着には良い睡眠（熟睡）が必要） 

キ 机と椅子の高さは、成長も考慮して適切に調整する。 

ク 机上で利用しない教材・教具を片づける。（机の面積が狭いと無理な姿勢で作業を行うことに） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）文部科学省「児童生徒の健康に留意してＩＣＴを活用するためのガイドブック（令和４年３月改訂版）」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/20220329-mxt_kouhou02-1.pdf 
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（1６）学習面など生活習慣を守るコツ     ＊出典『スマホ脳』（新潮社）を参考に作成＊ 

ICT 機器の使用や睡眠などについては科学的にまだ未解明な点も多い（文科省）のですが、ここでは１つの

例として『スマホ脳』という本を中心に紹介します。 

  

①学習のために用いる ICT が、逆に「学力低下」につながることがあると言われています。 

その主な原因は「寄り道検索」にあると言われています。あることを検索しようと思っていたら、 

関連情報を見ているうちに時間がたち、５分で終わる課題が２時間もかかってしまったというものです。 

他にも機器により「集中力が妨げられるから」ともいわれています。 

 

②スマホやネットになぜ引き付けられるのか（依存）を「脳」の機能で理解しておこう。 

 スマホやネットには、脳に「ドーパミン」（報酬物質）を出す特性があり、ユーザーは引き付けられます。 

●脳は「新しいもの・未知なもの」が好き（衝動にかられる） 

▶チャットの通知が届くとスマホを見たくなる。 

●脳は「かもしれない」という期待が大好き（報酬） 

  ▶チャットやメールの着信音がなるとスマホを手に取りたくなる。（何か大事な連絡かもしれない） 

  ▶SNSで「いいね」が付いていないか「大事な更新がないか」確かめたいという欲求がある。 

  

③スマホやネットにより「学習が阻害される」可能性がある事例を学んでおきましょう。 

・学習途中に（LINE に返信するなど）中断をすると、元の状態に集中力が戻るには時間が相当必要。 

  （一説によると 25分。理解が低下してしまい、覚えるのにより時間もかかってしまう） 

・スマホなどは人間の注意を引き付けるものすごい威力がある。 

スマホ等が机上、または自室に「サイレントモード」で置いてあるだけでも「気が散りやすくなる」 

 その結果、「記憶力」と「集中力」に低下が見られる。（集中したければ別室に置く必要がある） 

・多くの情報を効率よく取り入れていると思っても、表面的なもので頭にしっかり入っていない。 

・「後で写メをすればいい」と思うと、人の話を覚える量が低下してしまう。 

（脳はエネルギーを節約したいと思い、自分で覚えようとしなくなる） 

 

④睡眠の大切さを理解しよう。（『スマホ脳』より） 

・短期記憶を「長期記憶」にするのは「睡眠中」に、とりわけ「熟睡時」に行われる。 

 （学びには、「学び」＋「よい睡眠」が必要） 

・スマホは寝室にあるだけで睡眠が妨げられる。（睡眠時間が短くなる、途中に起きるなど） 

・スマホなどのスクリーンを見ている時間が長いほど、よく眠れなくなる。 

特に夜遅く使うと影響が大きい。眠りの質も落ちる。翌日に疲れている可能性も高まる。 

・原則としては、スマホは寝室以外に置く。寝室にはスマホではなく、「目覚まし時計」を置こう。 

・どうしても寝室にスマホを持ち込みたいなら、寝る前には画面を暗くして、目から最低 36センチは 

（注：文科省は 30センチ以上）離して見る。するとメラトニン合成はそれほど妨げられない。 

 

⑤「使わない時間帯」を決めてみよう。 

メディアをバランスよく使うためには、使わない時間帯を決めるのも効果的とされています。たとえば、「食事

中」「家族と会話中」「風呂やトイレ」「寝る前」（就寝前に使用すると寝つきが悪くなる）などです。 
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  【受験やテスト期間中の「スマホ断ち」を実行したい人ができる工夫例】 

□今のままではいけないのではないかという「意識」が自分にあるか 

□現状を何とかしたいと思ったら→「１日のスケジュール」を詳しく書いてみる 

□その中から削れそうな時間はどれかを検討する（スマホ時間など） 

□少しずつスマホやネット、ゲーム等と接する回数や時間を減らしてみる 

  ＊ほとんどの高校生にとってスマホ断ちは難しい（はず）。 

つまり、それができれば、そうでない人に比べて毎日数時間のアドバンデージができるということ。 

  ＊時間が生まれるだけでなく、目標に向けて「自分をコントロールできる」（自制心）が身に付く。 

    

⑥端末との正しい付き合い方について 

「ゲーム障害」とは、オンラインゲームなどパソコンやスマートフォンを利用したゲームへの過度な依存によっ

て、日常生活に支障をきたす病気のことです。 海外では死亡例もあり、2018年には、世界保健機関

（WHO）が「ゲーム障害」を新たな病気（国際疾病分類）として認定しています。 

今のオンラインゲームは、昔のゲームとはまったく違います。ゲームに終わりがなく、画面の向こう側にいる人

との競争や仲間意識が生まれるため、自分で自分をコントロールできなくなり、依存してしまう可能性が高

い仕組みになっています。その結果、体力の低下、栄養不足、うつ気味、家族や社会との機能不全といった

心身不調をきたします。 

こうしたゲームやスマホ、動画等の「使いすぎ」「依存症」などについては、生徒の皆さんも調べるなどして、

スマホ等の自己管理術を身につけていきましょう。 

 

⑦精神的な不調から身を守る３つの重要な要素とは？ 

「睡眠」、「運動」、「他者との関わり」が大事であるとされています。スマホやネットが「時間を奪う」ことで

結果的に、これらが減ると、「運動」や「人づきあい」「睡眠」など自分を守ってくれる要素が減り、調子が悪

くなってしまうというわけです。 

（便利な機器で生活は快適になっても、これらが保障されないと精神状態が悪くなる可能性がある） 

【不調の例】 

精神的に落ち着かない、身体が落ち着かない、疲労感、お腹の不調、吐き気、口の渇き、汗 

 ▶スマホ、ネット時間を制限して、毎日の運動や睡眠時間、他の人と関わる時間をつくってみましょう。 

 

⑧大切なのは、自分で決めて取り組むこと。 

 自分はどんなことに取り組んでみようと思いますか？（以下に記入してみましょう） 

                                                                                          

                                                                                          

                                                                                          

                                                                                          

                                                                                          

                                                                                          

 

☞自分で決めた事柄が実行できているか、定期的に見直しをしましょう。 

☞まわりの人ともいろいろなアイデアを出し合い、自分用に微調整するなどして取り入れてみましょう。 

  ☞９～１６ページの内容について、おうちの方とも一緒に読み合せて、家庭内でのルールを確認しましょう。 
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７ 保護者の方へ 

（１）端末は「学習目的」で使用します。 

（２）学校だけでなく自宅にも持ち帰って使用します。 

（３）自宅で毎日充電をお願いします。（学校では充電できません） 

（４）本ガイドラインをお子様と一緒にご一読ください。 

＊特に「５ ICT活用のルール」「６ ICTの学校内外での使い方」については、端末の利用方法等について、

ぜひ御家庭でもルール作り等をお願いいたします。  

（５）今後は、ICT機器の利用拡大に伴い、次のような健康面での配慮が重要とされています。 

・端末（画面）と目の距離は「30 センチ」以上話す 

・「30 分に１回」は、「20秒」以上、できるだけ遠くを見るなどして目を休ませる 

・「睡眠１時間前」からは ICT 機器の利用を控える 

（睡眠前に強い光を浴びると、入眠作用がある「メラトニン」の分泌が阻害され、寝つきが悪くなるため） 

これらの留意点について、生徒が自らの健康について自覚をもち、意識的に実践して身につけていくことが

できるよう指導してまいります。ぜひご家庭でもご理解・ご協力をよろしくお願いいたします 

 

 

８ 引用・参考文献 

本ガイドブック作成にあたり、 福山市立福山高等学校「ICT 活用ガイドブック」を大いに参考にさせていただきました。

この場を借りて、御礼申し上げます。（http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/kou-ichifuku/） 

 

＜引用文献＞ 

内閣府    「第 5期科学技術基本計画」 

文部科学省    「教育の情報化に関する手引-追補版-（令和２年６月）」 

文部科学省    「学びのイノベーション事業 実証研究報告書」 

文部科学省       「児童生徒の健康に留意してＩＣＴを活用するためのガイドブック（R４年３月版）」 

千葉県教育委員会   「県立学校における令和4年度からの ICT活用について」 

千葉県教育委員会   「ＢＹＯＤによるＩＣＴ利用のガイドライン（ホームページ版）」 

千葉県立千葉北高等学校  「千葉北高校グランドデザイン」 

 

＜参考文献＞ 

総務省    「インターネットトラブル事例集 202２年版」 

文化庁    「学校における教育活動と著作権」 

兵庫県教育委員会   「いじめ対応マニュアル（改訂版）」 

神奈川県立生田高等学校  「ソーシャルメディアポリシー」 

広島県立福山明王台高等学校  「メディアポリシー」 

坂本旬ほか    『デジタル・シティズンシップ』（大月書店） 

教育の未来を研究する会   『最新教育動向 202１』『最新教育動向202３』（いずれも明治図書） 

アンデシュ・ハンセン   『スマホ脳』（新潮社） 

その他、多数の書籍・資料・オンライン上の記事・意見を参考に作成させていただきました。 
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